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鉄の歴史館

昆勇郎
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1.鉄の歴史館建設の経緯

釜石市は鉄の都･黒の町として幕末以来わが因の

近代化とともに急速に発展を遂げてきた三陸沿岸の産業

都市である.

殊に安政4年(1857)わが国で最初の鉄鉱石を原料

とした洋式高炉が釜石の地で経営者貫洞瀬左工門

(岩手県下閉伊郡山田町出身)技術者大島高任(盛岡市出

身)らの優れた技術により出銑に成功をみて以来鉄

鋼業の発展消長はそのまま釜石の歴史であるといって

も過言ではたい.また釜石市は近代にたって明治29

年と昭和8年の三陸大津波による被災さらには昭和20

年7月8月の二度にわたる米英海軍による艦砲射撃の

被害などそのつど壊滅的被害を受けてきたが釜石市

民はこうした幾多の困難にもめげず一丸とたって町

の復興に努めてきた｡そして昭和30年4月近隣の甲

子鵜住居栗橋唐丹の四か村と合併し鉄と魚の二

大産業を柱として同38年には人口9万1千余世帯2

万余を数え名実ともに三陸沿岸における産業経済

文化の中心都市として発展してきた.しかしその後

基幹摩業である鉄鋼業の構造不況により新日本製鉄

(株)釜石製鉄所の縮小合理化が進められさらには水産

業の不信などが欠きた要因とたって市経済の停滞人口

の減少傾向など釜石市をとりまく経済･社会環境は極

めて厳しくかつてない試練に立たされるに至った1

昭和56年3月議会の最中であった.当時図書館長

を努めていた私のところへ市の財政課からr市長方針と

して鉄鋼産業会館(後にr鉄の歴史館｣に改名)の建設を

すすめることについてその不案を直ちに提出したげれ

ぱならたい｣と相談をもちかけられた･目的は自治省

が進めている不況対策を目的とした地域経済振興対策の

地域指定をうけて景気の回復を図ることをねらいとする

ものであった.

私は議会を中座してかねてから自分なりの構想に

あった博物館的た構成を主軸とする案を提唱した.

同年10月予想どおり地域指定を受け鉄鋼産業会館の

建設方針が確定庁内に建設検討委員会が設置されそ

の一員として建設にかかわってきた､

鉄の先駆者大.島高任の偉大な業績を後世に伝え残そ

うとすることをねらいとする鉄鋼産業会館は地域経済

の振興に資するものであることという使命を担って発足

したのである.当初の予算規模は約10億円であった.

しかし市の財政事情により半額とたりまたそのこ

とから工事も縮小するという破目となり担当課及び

当市の文化施設に実績をもつ佐藤武夫設計事務所と何回

とたく会議がもたれ59年6月28目着工まで実に2年余

の検討が繰り返された.

私は59年10月5日付をもって教育委員会から市長部局

に出向となり企画開発都企画開発課付課長鉄の歴史

館準備室長どたり主に展示関係を担当した.そして

60年7月1目を以って経済部に移籍鉄の歴史館長どた

り今則こ至っている.

56年3月博物館的構想から出発した鉄の歴史館は

まさに近代技術を駆使した視聴覚的科学的たユニｰ

クた姿とたって昭和60年7月の誕生を迎えたのである.

2.釜石地方における鉄鉱;再製錬以前の製鉄

概要

近世の南部領における鉄山は寛文3年(1663)に遠

野(現遠野市)出身の川原屋清助という人が遠野を出奔

し出雲の鉄山に入りそこで番手から本主とたるまで17

年間働き50歳で帰郷し釜石浦の桐善兵衛(近世南部藩に

おいて三陸沿岸の俵物を本業として財をだした大槌町吉里吉

里の吉里吉里善兵衛こと前川善兵衛と推察される人物)と心を

合せ栗林山(現釜石市粟林町)に鉄山を取立てたこと

から始った･以来桐善兵衛は和山(現釜石市橋野町)

大槌山(現上閉伊郡大鎚町)と享保10年(1725)まで鉄

山を経営した..この頃の鉄の原料は砂鉄であって鉄

鉱石はまだ原料ではたかった.

鉄鉱石の発見は享保12年(1727)といわれている.

発見者は南部藩大槌通豊間根村(現下閉伊郡山田町豊間

根)石峠の旧家阿部氏(現豊間板姓)出身の将翁阿部友

之進照任という幕府御用の本草学者である･将翁は

阿部萬右工門盛任の四男として慶安3年(1650)に生ま

れ宝暦3年(1753)正月28目に104歳で没した.

豊間根の阿部家に菅敬愛(馬笑=新聞記者盛岡の人)

書のr豊間根氏系図｣がある.これによれば
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とある.(･印私註)
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㌧轟1

､

△

将翁について家伝によれば22歳のとき家を出奔し行方

知れずとされている.しかし諸説に一よれぽ将翁は延

宝年中(1673-80)に大阪をめざし船に乗り八戸沖で台

風に遭遇し中国の阿房港に漂着杭州に行きそこで医

学本草学を学び18年後に長崎に帰国したといわれてい

る.将翁は帰国後しほらく長崎熊本に滞在しその後

江戸に出て享保6年(1721)72歳にして幕府の採薬使

として出仕し丹羽正伯植村佐平次松井重康らと全

国を薬草採集のため踏査している･

将翁が釜石地方に最初こ採薬使として来たのは享保12

年(1727)4月28目で78歳のときであった.同年7月

釜石地区の洋式高炉跡略図
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2目にはr甲子村久子沢村より掘出侯磁石正味百壱貫

万百六拾壱匁捨五箱鮎貝江戸え遺す.緑青弐拾斤

盛岡御目付所え遺す｣と大槌古今代伝記(大槌代官所の記

録)にある.

将翁80歳二度目の来訪は享保14年(1729)7月で

1O日に盛岡を発し大迫で早池峰山中を調査13目附馬'

牛村から宮守村を経て遠野に入り17目に細越村森ノ下

に行き18日佐比内のヒサゴ沢で磁石の実査を行い19

日に仙人峠を越えて昼は甲子村洞泉の与惣右工門の所で

休み釜石に赴いている.

南部藩記録｢内史暑｣に次のことがある.

釜石地区洋式高炉一覧表

鉄山名�高炉番号�創業年月�主任技術者�経営者(慶応年末まで)�稼動人負�牛馬数�1カ年出銑量�銭座開設年月

大橋�第1第2第3�安政4年12月万延2年〃�大島高任帖)〃�支配人経営(貫洞瀬左衛門･中野作右衛門･中野大助)→藩慮営→支配人経営(高須清次郎)�800人余(明治元年～2年)�年100頭掲40頭�約17～五8万貫�明治元年9月

橋野�第1第2第3�万延元年秋文久元年安政5年文久2年�田鎖仰〃大島高任田鎖仲�藩直営→支配人経営(小野権右衛門･瀬川清兵衛)�1,OOO人余(明治元年～2年)�牛150頭��

�������約25万貫�明治元年6月

佐比内�第1第2�万延元年〃�清岡澄〃�支配人経営(高須清次郎･遠野村忠平)�250人余(明治2年)�牛183頭�約10万貫�明治元年(月不詳)

砂手渡�1�慶応元年�〃�支酉己人経営(貫洞瀬左衛門･松岡清蔵)�不､詳�不詳�不詳�明治元年8月

琴林�1�慶応3年��支配人経営(砂子田源六)�604人(明治22年)�不詳�約10万貫�慶応3年5月

合計�1O基�������

1986年7月号�
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｢東涯先生の翰軒小録に載磁石の事.

享保丁未年(12年)10月尽1日西三伯医人の手元徳磁石を

持来り示す.近年丹羽正伯を召出され諸国の薬物御吟味に

付所々巡行愈議の所奥州南部の営に閉伊郡大槌と云所有

其村の山より掘出すとなん.四五寸程の一挙石色黒し一方

の小口せん屑を陥れは蝿毛の如く吸付針を附げは五ツ程遠下

る南を指こと弱し又一塊来りし中南ノ方を僅かに指と公共

餌爽勇の類を近付れは飛付て自ら附となん江戸へ持帰る由に

て是は不見亦謄磐一色見せらる色基翠也･魏珀も出る由

磁石日本に産することと前代未聞珍しきこと也.牧子野此説

を見て橘子園(立花月右工門)に談す.寛政辛亥(3年=1791)

の夏子園大槌県の令にて行しか官所(大槌代官所)の記録

を見るに.

享保年の記

磁石十五笛正味百一貫五百六十一匁右は大槌之内甲子村大

橋山久子沢に在江戸より参候丹羽正伯薬草吟味巡回之節磁

石未だ若く用に立下申と申侯由同年一緑青三貫五百二十文

右同所より出盛岡行右之記に奇て此頃承りたる由にて磁

石一ツ子野へ贈り来る子園云磁石に南北有北を指磁石は

鰯先に付南を指は尾に附て据り宜きと聞り大槌に磁石の損

じを直す者有南北の磁石を持たる者有価高き物色と聞ゆ･本

草に山の陽産鉄者陰心有磁石蓋二物同気色と有･久子沢より

五六里南粟林村橋野村有六十年計も前ならん.此村の山に

て鉄を掘出し大に繁昌の鉄山なりしよし本草の説に違はさ

る様に覚ゆと子園の咄子野より伝へて見ゆ･｣

寛政3年(1791)の夏に立花月右工門が大槌代官所

で享保年間の磁石についての記録を採録していることが

知られるが何年であるかは明記されていたい･しか

しその量目たどにより享保12年7月2日の事であると

思われる.また阿部将翁についてはなにも記録されて

いたいが将翁のことが大槌古今代伝記に記録されて

いることからその時一緒に同行Lたものと推察され

る.また60年ほかり前の鉄山経営ということは桐

善兵衛が経営していた頃で寛文7年(1667)頃にあた

る.

鉄の歴史館全景正面玄関

これらのことから将翁再度の調査の際は将翁が中心

となって行われたものではないかもしくは将翁の単独

調査かのいずれかと思われる.

南部藩家老度目誌(雑書)に次の記録がある.

r享保14年(1729)12月阿部友之進薬草御用で大槌

通り入り磁石発掘の事あり.13目薬草種目を書上げ

るも24日答により戸締めを命ぜられる.｣

翌15年2月の項には

r公義より阿部友之進調査の磁石浜菊について尋ねる｣

とある.

将翁がどのような曲事をしたか全く不明である.

釜石市甲子町に将翁について｢将翁が甲子村大橋の

久子沢を踏査していたとき急に磁石の針がある方向を

さして動かたかったので将翁は驚き何回とたくいまき

た道を往復し試してみたがこの地点に来ると磁石の針

は前同様の位置を示すので不思議に思いその方向に行

くと欠きた岩にぶつかり磁石の変化をみたことから将

翁はこの岩をr磁石岩』と名付けたという.｣という

話が残っている.

この磁石岩は文化10年(1813)5月1日に大槌代官所

御山奉行小川清六らにより実測されている.この調査

のとき作成された絵図面が釜石の旧家野田武義家に保

存されている.それによればr磁石岩の大きさは長

さ3丈程(高さ)幅4間ばかり｣とある･磁石岩は惜し

くも昭和27年3月30目の大橋鉱業所(現新釜石鉱山株

式会社)露頭大崩落の際に埋没したのでいまは見ること

が出来たい.

釜石地方の鉄山事業は桐善兵衛経営以後も地元の人

六により経営されている.粟林村(現釜石市栗林町)

では3人の鍛治組によりr地吹きほど役｣として正徳

享保年代に｢延鉄｣が藩に上納されている記録が残って

いる.この地方にはいまも｢かたほっぱ｣｢ざんぞ

うば｣だとの製鉄に関係のある地名が残っている.し

かし原料が砂鉄であったか鉄鉱石であったかは不明で

ある､

鉄鉱石を原料としての鉄づくりの初出は遠野の石懸

仁左工門で大橋久子沢鉄山の採掘を文政2年(1819)

4月に願い出たが許可されたかった･しかし同年8

月には盛岡青物丁の利兵衛が大橋1⊥戯鉱の採掘を願い

出て許可され旧式鉱炉を設置したがその結果は不明で

ある･一方橋野鉄山においては文政8年(1825)

4月に盛岡仙北丁の清七たる老が橋野村(現釜石市橋

野町)猿館御山にて鉄山を行いたいと申し出稿野村民

の意向を間い合わせた結果村一統から鉄山経営は中止

してくれとの注文がつき訴訟が起きている･

この年代にたると急速に変化する社会情勢から鉄の露
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要を求める事が強くなったのであろう.盛岡藩(南部

藩は文化14年(1817)11月から盛岡藩と改称)では嘉永2

年(1849)6月14目に大槌通甲子村久砂子沢鉄山の磁

鉄鉱を奥御鉄山とし試吹御用懸りに湊逸兵衛を登用

また同年10月3目試吹後に奥御手山(藩直営)として

同月5日を以て湊逸兵衛を｢大槌通久砂子沢鉄山差配

役｣に任命した.

湊逸兵衛は盛岡藩大槌通船越村(現下閉伊郡山田町

船越)出身の御給人で天保10年(1839)11月1日に献上

機材の吟味杣取扱方御用懸りに任命された･

嘉永2年(1849)に高島易断創始者高島嘉右工門が

当地方に来遊した際に大橋から黒色の丸石一個を貰い

翌日山田港の湊氏の所に宿泊したとき湊にこの丸

石と普通の石を比較し丸石に多量の鉄分が含有してい

ることを力説した.この丸石を製錬することにより膨

大た利益を得るべしとLて自分1人では経営は出来た

いので湊氏の船と牛を提供してくれたいかと相談を持

おかけた.話はまとまり後目湊氏は船20隻にこ

の丸石を積み室羽鉄山(現下閉伊郡田野畑村)にもって

いき炉で分解してみたが成功しなかったという｡前

出の野田武義家文書によればr湊氏は嘉永2年8月2

目に鉄をつくるため大橋山の磁石岩を砕き取ったとあ

る･湊氏は大橋鉄山で岩鉄の製錬を3度も試みだがい

ずれも成功したかったという･こうしたことが原因か

湊氏は安政元年(1854)4月2目に御役御免どたり安政

4年(1857)2月4目53歳で亡くなっている.

この年の12月1目に盛岡藩士大島高任は大橋に洋式

高炉を築造し鉄鉱石を原料として出銑に成功Lている.

湊逸兵衛が生存しこの快挙を知ったとしたらどんな

思いであったろうか･大島高任の大橋での洋式高炉の

成功にはこの湊逸兵衛の苦心した製錬の努力の影の力

があったものと思われる.

総合演出シアタｰ内高炉模型

1986年7月号

3.大島高任の業績

嘉永6年(1853)米国のペリｰ提督が浦賀に入港して

以来日本の海防対策は急を告げ特に水戸藩主徳川斉

昭は家臣の藤田東湖推薦により盛岡藩士大島高任を主

任格として採用し反射炉を築造させ大砲鋳造に当たら

せたが砲身に亀裂が入りよい大砲は出来たかった.

このため高任は南部領の大槌通甲子村大橋(現釜

石市甲子町大橋)から産出する鉄鉱石を原料とすることを

考え安政3年(1856)水戸藩を引きあげ盛剛こ帰り

藩主から鉄鉱石の採掘の許可を得た･金主を山田町出

身の給人貫洞瀬左工門として大橋に洋式高炉を築造し

翌4年12月1目に鉄鉱石を原料とし木炭を燃料とする

銑鉄の出銑に成功したのである.大島高任はこの洋

式高炉の築造に際し手引書としたのはオランダ人砲

兵少将ユ･ヒュギｰニソが干u行したrリエｰジュ国立

鉄製大砲鋳造所における鋳造法｣であったといわれてい

る.この成功により鉄の原料が砂鉄から鉄鉱石へと

かわりわが国における近代製鉄技術の一大飛躍をたさ

しめたものとしてこの鉄の革命をもたらした大島高任

はr近代製鉄の父｣と称され出銑に成功した｢12月

1目｣は現在｢鉄の記念目｣とたっている･

釜石市は大島高任のこうした業績を讃え高任が築

造した橋野洋式高炉跡を後世に継承するため保存するこ

ととし昭和30年に学術調査を行った.またこの高

炉跡は同32年6月に次の理由により国の指定史跡とたっ

た.

指定年月日昭和32年6月3日

指定理由

この史跡は安政年間に大島高任の技術指導に､よって製造さ

れた洋式高炉3座の遺跡である.幕末に本高炉のほか大橋

に3座位比内に2座栗林及び砂手渡に各1座合計10座が

良質豊富た鉄鉱石の産地を背景にいずれも高任の指劇こよっ

て建設された.これら高炉は鉄鉱石を原料とし銑鉄の製造

に｡成功したわが国最初の洋式高炉である.�
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大島高任

かくしてわが扇近代鉄鋼業は深い山々に囲まれたこの地に

その発祥をみやがて明治維新を迎えるや官営製鉄所の発足ど

たり釜石製鉄所の礎を築いたのである･Lかして往時の

偉業をしのび得るものは僅かにこの遺跡あるのみでわカミ国の

鉄産業発達史上唯一の文化遺産としてこの史跡のもつ意義は

まことに大きい.

昭和59年4月にはこの史跡保存に尽力したという功

績により米国金属協会からわが国で始めてHL賞

(歴史的遺産)を受賞している.

乱釜石鉱山の地質鉱床概要

釜石鉱山は釜石港の西方約20㎞三陸沿岸部と北

上内陸部とが境をたす分水嶺に位置する｡付近には片

羽山(1313m)大峰山(1147血)天狗森(1190m)らの山

々があり地形は急峻である.

本鉱山の鉱床は接触交代鉱床と呼ばれ鉄と銅を産す

る.鉄鉱万は磁鉄鉱銅鉱石は黄銅鉱キュｰバ鉱が

主鉱物であり他に柘榴石ヘゲソ輝石緑簾石らから

なるスカルンと称する脈石鉱物が存在する.本鉱山の

発見は18世紀初頭(享保12年)阿部友之進で安政4

年大島高任の洋式高炉によって操業が開始された本鉱山

は明治以降にたって本格化した･明治25年野呂景義

香村小録は埋蔵鉱量を2840万tと推定Lたが明治25年

から昭和59年までの累計粗鉱生産量は約6400万tに達す

る.坑道は海抜950-150mレベル間にありその全長は

約140㎞である｡また鉱石を探るために実施した試

錐の総錐道長は約800kmである｡採掘方法は始めは

地表近くの露天堀が主であったが開発が深部に移行す

るに従いサブレベル法ノレｰムアンド法がとられている.

鉱床は蟹岳複合貫入岩体の東西両翼に存在しそれぞ

れ東列鉱床群西列鉱床群と呼称されている.東列鉱

床群には大黒目高前外ヒサゴ内ヒサゴ細越前

山鬼ケ沢らの鉱床が属し南北方向に約9㎞間ほぼ

一直線に配列している.西列鉱床群は北から青の木

大峰目峰佐比内新山天狗森滝の沢沓掛大

仙らの鉱床からたり南北約6㎞東西約1.5㎞の地

域に存在している.

5.鉄の歴史館の概要

鉄の歴史館は自治省の地域経済の体質強化をはかる

ことを目的とした地域経済振興対策の特定事業として導

入計画され昭和59年6月総事業費7億6千万円起)

贋6億3千8百万円一般財源1億2千2百万円)で市の

単独事業として2か年計画により着工昭和60年7月20

目に落成オｰプンとなった.

館の観模は敷地面積5400㎡建物は鉄筋コンクリｰ

ト造り地上1階延ぺ床面積1245せで展示部門面積

582㎡の比較的コンパクトた館といえる.

紋鉄の歴史館の構成

1)総合演出シアタｰ

大島高任が安政年代に橋野村青の木(現釜石市橋野町

青の木)に築造した洋式高炉を原寸大に復元した大模

型を中心に音と光と映像により巧みた演出を約10分間

行う.また水車やフイゴのしくみそして湯出し時

(出銑)の状況も十分見ごたえがあるものにたっている.

左側には当時の原料である鉄鉱石燃料そして炉を造

った耐火煉瓦が展示され中央に橋野三番高炉原寸大模

型がある(高炉の高さ約8㎜上屋の高さ約14㎜).

その左上にマルチイメｰジスクリｰン(6m×4m)1面

がありフィルム約500枚をもってr時代を翔げる鉄｣

を10分間にわたって上映する.右側の水車やフイゴの

稼動には迫力がありこれらはすべてコンピュｰタに

より駆動されている.

右側手前には釜石周辺の鉄づくりの歴史を物語る｢釜

石の鉄山｣模型がありその前に現在の73mの高炉の70

分の1の模型が大島高任が築造してから約130年間の

技術の進歩を示すように展示されている.わが国の近

代製鉄の夜明けを如実に表現している展示室であるもの

と思う.

2)資料展示コｰナｰ

大島高任コｰナｰと釜石と鉄のコｰナｰに分け大島

高任コｰナｰには高任の生涯にわたる史料および大島

家由緒を示す貴重た古文書類を展示Lている1

地質ニュｰス383号�
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展示室の一部

釜石と鉄のコｰナｰでは釜石を中心とした周辺の製

鉄の歴史に関連した現物および文献を展示している｡

古代から現代までの製鉄の変遷を示すパネ.ルは歴史史

料ともいえるもので学習には大いに役立つものである.

古代民俗的た資料として鉄製の｢オシラサマ｣一対が

展示されている.これはわが国では唯一のもので非

常にめずらしいものである.

現代の製鉄品としては新日本製鉄(株)の製品があ

りその利用面についての展示品は日常生活のたかに

姿を変えて活用されている製品を現物で展示しており

生活の中での鉄のありかたをより身近たものとして感じ

ることができ興味深い.さらにわが国唯一の鉄鉱山

である新釜石鉱山(株)から掘出した良質の鉄鉱石(磁

鉄鉱)1個(約1トン)を展示しその脇に当地方特産の

餅鉄も展示し磁石を置いて磁力を経験させている･こ

の鉄鉱石の脇には釜石鉱山の鉱床図をパネルでもって展

示している.

館のシンボルキャラクタｰとして本年1月に除幕L

たばかりの｢サイ太郎君｣は子供たちのマスコットと

してまた海を望む大観音をバックとしての記念撮影

の場としても大変人気がある.

駐車場には新釜石鉱山(株)から提供を得た磁鉄

鉱5トン3トン各1個スカルン(ザクロ石)5トン1

個が展示されている･これはいずれも新山鉱床から掘

出したもので磁鉄鉱の鉄品位は60%である.

駐車場西側の一面に釜石製鉄所提供の機関車1台が

ある.この機関車は昭和8年に釜石製鉄所で初めて日

本製の機関車2台を購入大橋と釜石間を運行させた機

関車の･1台で市民からはr杜線｣と呼ばれ親しまれた

鉄道を走行した機関車である.

3)鉄とあそぶコｰナｰ

このコｰナｰは体験学習の場として大人から子供に

いたるまで自由に遊べるコｰナｰとなっている･知恵

の輪をはじめ力だめしブリキのオモチャたとさまざ

まな玩具があり好評を得ているコｰナｰである.

ラウンジの周辺には現代彫亥嫁の鉄に関係した彫刻

が数点展示されているのもこの館の一つの特色でもあ

る.

4)館外展示物

玄関前のシソボノレ彫刻(鉄製品)｢時と空間に遊ぶ箱

達｣の動きはまさに高炉から流れでる鉄の炎を思わせ

るものがあり来館者の足をとめるものである｡

1986年7月号

サイ太郎君(シンボルキャラクタｰ)�
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7.鉄の歴史館の責務

昭和60年7月20目オｰプン以来本年2月6日目標

入館老5万人を突破したことは鉄の歴史館のもつ地域

経済振興対策の役割を果しつつあるものと思う.釜石

市の歴史的環境を文化面でみた場合近代目本の産業の

発展に大きく貢献した鉄づくりの町であるにもかかわら

ず釜石市の地域文化の高揚は他の産業都市と比較し

おくれているといっても過言ではない.

明治以降の釜石市は天災(つなみ)戦争(艦砲射撃)

等により街の文化事業の発展が阻害されてきた.し

かし街づくりの最も大切なことは産業の発展もさる

ことながら街を構成する人六の文化意識の向上が大切

である.言い替えれば次の世代を背負う人々の人づ

くりを大事にしその施設の拡充があってこそまさに

文化都市としての発展が約束されるものと思う､この

ようたことから鉄の歴史館が大島高任の偉大た業績を

後世に継承する重要な意義をもつものであるがその半

面街の文化を代表する施設であり文化経済人づ

くりと地域社会に貢献する度合いは非常に大きいものが

ある.今後鉄の歴史館が釜石周辺の都市は勿論のこと

県内外に対する役割を拡大しますますの発展を願い期

待するものである.

最後にこの館の建設に大きく寄与された大島康次郎

夏江御夫妻そして新目本製鉄(株)釜石製鉄所新

釜石鉱山株式会社はじめ多くの市民から絶大なる協力

を得たことを感謝するとともに紹介しておきます.

�

�

引用文献

鉱山秘録(嘉永4年)

年代相伝記野田武義家文書

将翁阿部友之進年譜拙稿(未定稿)

鉱山紀年録日本鉱業史料集第三期近世篇58年刊

(編集日本鉱業史料集刊行委員会)

釜石鉄鉱山の開発一湊逸兵衛の製鉄岡田広吉｢鉱山金

属文化｣産業考古学会鉱山金属分科会誌60年4月創

刊号

新釜石鉱山株式会社探査概況同社採鉱部鉱務課59年

12月

動く彫刻(溶銑から吹き上がる炎を

表現する館のシンボル)

地質ニュｰス383号�


